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児童による鼓笛活動
令和7年6月定例会｜該当テーマの発言のみを収録。質問・答弁・再質問の順序と文言を維持しています。

この資料は正式会議録から「児童による鼓笛活動」に関係する発言をテーマ別に抜粋したものです。省略部分は他テーマの発言です。

○１０番（崎尾亮介） ［登壇］

次に、児童による鼓笛活動について質問します。日田市の伝統行事である日田川開き観光祭は、長年にわたり市民の手で育

まれ、子供たちも参加することで、地域に根づいた多施設文化行事となっております。特に、小学生による鼓笛パレードは、

単なる催しではなく、教育活動に一環として重要な意義を持ってきました。地域とともに歩む教育の一つの形として、子供

たちは鼓笛活動を通じて音楽の表現だけでなく、協調性、責任感、そして何より自分のまちへの誇りを育んできたと私は、

認識しております。しかしながら、本年度の音楽大パレードが中止となり、その後の各学校の対応については、誰もが未経

験の中で対応に苦慮されたとは言え、結果として様々な課題が浮かび上がったように感じています。そこで３点、質問しま

す。音楽大パレードを含む鼓笛活動全般の教育的意義について、教育委員会としてどのように考えているかお聞かせくださ

い。２点目。鼓笛活動による児童にとっての学習的効果、教育的成果について具体例があればお示しください。３点目。今

年度の音楽大パレード中止に至った判断とその後の各学校の対応についてお聞かせください。併せて、教育委員会としてそ

の対応における課題認識をどのようにお持ちかお伺いします。

○教育長（江嶋久典） ［登壇］

私からは、児童による鼓笛活動についてお答えいたします。

○教育長（江嶋久典） ［登壇］

まず、１点目の鼓笛活動の教育的位置づけについてですが、各小学校では、鼓笛を教育計画に位置づけ、年間を通して指導

をしているところでございます。観光祭の音楽大パレードは、今年度は１２校でしたが、日田市内の全ての小学校において

鼓笛活動は行われています。鼓笛活動の教育的意義についてでございますが、例えば、目標に向かって努力する大切さを学

ぶ場、希望する楽器等演奏できるよう友達と切磋琢磨する場、時間を守るなどの集団の約束事を守る場、全員でやり遂げた

達成感や成就感を味わう場となっており、子供たちは鼓笛を通して演奏や演技だけでなく、たくさんのことを学ぶことがで

きるものと考えております。引継ぎに向けた取組では、先輩から楽器とともに伝統を引き継ぐ学習を行っており、先輩の鼓

笛に対する思いもつないでいく取組が行われております。下級生にとりましては、上級生の姿を見てあんな姿になりたいと

いった憧れや夢を持つキャリア教育の一つともなっており、鼓笛活動は、それぞれの学年段階において教育的な意義がある

ものと捉えております。

○教育長（江嶋久典） ［登壇］

次に、２点目の児童にとっての学習的効果と教育的成果についてでございます。

○教育長（江嶋久典） ［登壇］

まず、学習的効果についてですが、鼓笛活動では、楽器の演奏や演技の技能を磨くことができます。毎日の練習を通じて音

楽的な技能向上を実感できる場となり、それが自己成長の一環として重要な意味を持つと考えられます。また、全体での活

動を通して、時間や約束を守ることや仲間とともに活動を進めることなどの集団行動の意識が高める効果があると捉えてお

ります。教育的成果としましては、１つの例として児童が担当する楽器やパートを決めるために、各学校で行っている選考

会の取組がございます。希望する楽器やパートになれた子供たちは、努力が実を結んだことによる達成間を得ることができ
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ます。一方で、希望する楽器やパートになれなかった子供たちは、悔しさを味わうこととなりますが、この悔しさは、次の

活動に向けた成長の糧となっており、教育的にも貴重な経験と考えております。加えて、一人では難しいことでも仲間とと

もに協力することで乗り越えられるという経験は、子供たちにとって大きな自信となります。時に、きつい練習を皆で支え

合いながら乗り越えた達成感は、集団活動ならでは大きな教育的成果だと考えられます。これらのことから、鼓笛活動を通

じて学んだことは、音楽的技能に留まらず、実生活にも大いに生かされています。集団活動を通じて培った協調性や責任感、

忍耐力などは、学校や家庭さらには社会での生活にも大きく影響を与えるものです。実際に、今回の中止を受けて、成果発

表の場を望む声が多くあったことからも、改めて鼓笛活動の教育的意義を強く認識したところでございます。

○教育長（江嶋久典） ［登壇］

最後に、３点目の今年度の川開き観光祭音楽大パレードの中止の判断とその後の対応についてをお答えいたします。市教で

は、児童生徒の登校時間、複数の学校が集合場所まで２キロメートル以上歩く移動中の時間、パレード出発から終了までの

時間などを勘案し、それぞれの時間帯の雨量予測等様々な気象情報を基に、当日の朝まで情報収集と協議を行い、やむなく

パレードの中止を決定しました。パレードが中止となったことを受け、各学校におきましては、代替措置として当時に学校

で演奏会を実施する、あるいは別日に校区内パレードを実施する、オープンスペース等のイベントで演奏会を公開するなど、

別の形で披露する機会を設置し、子供たちの頑張りを届けることができるように努めております。しかし、今回、パレード

を中止したことによって、届けられてた様々な声を踏まえ、パレード実施日の変更ができないという従来の考え方を一旦見

直してみることも含めて、今後、どのような対応が可能かということにつきましては、関係各所や学校とも検討していくこ

とが必要と考えております。以上でございます。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

次に、鼓笛活動について再質問させていただきます。鼓笛活動において音楽大パレードは、教育委員会として目的と捉えて

いるのか、それとも手段と考えているのかお示しください。

○教育長（江嶋久典） ［答弁］

市教委としてということでございますけれども、音楽大パレードは、鼓笛活動の一環でありますので、学校が何を学習の狙

いとして取り組むかによって目的か手段かの捉え方が変わってくるものであるというような考えでございます。例えば、学

習の狙いを大勢の観客の前での成果発表とすれば、音楽大パレードで鼓笛を披露することが目的となり、一方、学習の狙い

を地域社会の一員として祭りを盛り上げ、地域貢献する気持ちや郷土愛を育むこととすれば、パレードは一つの手段にもな

ると考えられます。各学校では、一方の狙いだけでなく、どちらの狙いも持ってこの音楽大パレードに臨んでいるものと認

識しております。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

目的にも手段にもなり得るというような解釈でよろしいですかね。

○教育長（江嶋久典） ［答弁］

市教委としてのお答えでありますので、学習活動の一環としては、そういうことになろうかと思っております。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

先日の質問でもあったので、再確認の意味で質問いたします。来年度も同様の事態が起こった場合、どのような対応を想定

されているのか、市教委の考えをお伺いします。
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○教育長（江嶋久典） ［答弁］

本当に子供たちの心情を察するときに、今回の中止の判断は、文字どおり苦渋の決断でございました。鼓笛パレードにつき

ましては、教育的意義が大きいことに加えまして、パレード実施日の変更が難しいという考えがございましたことから、で

きる限り実施する方向で少雨決行という考え方で臨んできた経緯がございます。しかしながら、昨今の気象状況からは、今

後も悪天候により実施が難しい場合が十分考えられますので、これまでの考え方を一旦見直し、例えば、参加する全ての児

童や学校を対象とする視点を持つなどして中止後の対応として、どのような対応が可能となるのかを関係各省あるいは学校

とも協議、検討していく必要があると考えております。以上でございます。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

先日の答弁、順延も今後、考えていくというふうに認識しているんですけれども。中止になった場合、例えば代替を実施す

るとか、全体としての統一を図る必要があるっていうふうに先ほどの答弁では認識を受けたんですけど、そこまでは言及し

ない感じですか。

○教育長（江嶋久典） ［答弁］

今回のように、学校が迅速に子供たちの気持ちを尊重して保護者の方々と協力しながらいろんな対応をしてくれました。そ

ういったことを尊重していくという考え方も一つにはあるかもしれませんし、いやそうではなくて、パレードの代替はパレー

ドでしかないという考え方もあるのかもしれません。そういったことを含めて、いろいろな視点で今後検討しておく必要が

あると思っております。もちろん次年度に向けてということになります。以上です。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

鼓笛が始まって以来中止となり、私自身も鼓笛について改めて考えることがありました。今後、児童が少しずつ減っていく

中、鼓笛活動がとても困難になるような事態も想定されます。そこで、鼓笛活動を映像で記録として残していくことが必要

ではないかと考えますが、教育委員会としてどのように考えているかお聞かせください。

○教育長（江嶋久典） ［答弁］

鼓笛の活動は、先輩から伝統を引継ぎ、学校ごとに長い歴史を重ねてきた取組であると認識しております。議員がおっしゃ

るように、児童数の減少により、活動ができなくなっていくことについては、大変寂しいことであるとも感じております。

今後、学校によっては、鼓笛に限らず児童数減少の関係で縮小あるいは廃止していく活動が出てくるものと思います。既に

小学校１８校中１２校の鼓笛パレードへの参加ということにもなっております。人数が少ない中でも学校としては、鼓笛活

動を維持しているという状況でございますけれども、しかし、それら一つ一つの活動について何をどのような形で記録に残

していくのかということになりますと、教育委員会としましては、例えば、学校の記念誌作成の取組などと同様の考え方で、

学校ごとに判断していくことも望ましいのではないかというふうには考えているところでございます。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

今回の鼓笛の中止に当たって、私自身が思ったことをちょっと述べさせていただきます。教育現場の立場から見れば、鼓笛

は音楽表現や集団行動や学習活動の一つ、つまり手段と捉えるかもしれません。しかし、音楽大パレードに参加する児童や

その保護者、また地域住民の視点から見れば、このパレードこそが活動の目的であると受け止めている方が少なくありませ

ん。私自身もそのように感じております。今回の中止の決定、また水神祭における市長の発言、そしてその後の各学校の対

応、どれもその時点でベストを尽くされたのは理解しますし、敬意は表します。しかしながら、結果を見れば、実施形式も

パレードや演奏会、開催された曜日や周知期間の差などによって観客数が大きく異なり、演奏する子供たちの経験に著しい

不公平感が生じてしまったのではないかと個人では思っております。鼓笛活動や音楽大パレードの位置づけや目的が明文化
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されておらず、明確な整理がされていないことが緊していると考えております。その結果、学校ごとの対応に差が生まれて

しまったのではないかと考えております。鼓笛活動は、もはや日田市を代表する文化であり、地域の歴史でもあります。そ

こで、教育長にお伺いいたします。今後の鼓笛活動の価値と意義を明確にするためにも鼓笛という活動そのものの意義や目

的、そして将来に向けた在り方について一度きちんと整理することが必要ではないかと、私は考えております。お考えがあ

ればお聞かせください。

○教育長（江嶋久典） ［答弁］

各学校では、答弁でも申し上げましたとおり、教育計画というのはきちんと持っておりますので、この活動については鼓笛

活動の意義や目的というのは明文化しております。ただそれは、統一されたものではなくて、学校ごとに考えて計画をして

くれればよいものというふうに考えております。私も今回中止としたことによって様々な反響を頂いた中で、考えたことが

あります。文化の好循環ということでございます。子供たちは、この祭りというものを通して物凄く成長することができま

すし、子供たちがそのような成長の姿を見せることによって、祭りが継続していく一つの要因にもなっていると考えれば、

学校教育と地域のコミュニティーとが一体になって日田のまちの文化をつくり上げていると言っても過言ではないのかなあ

というふうに思っています。また、私も鼓笛パレード、何度か参加して歩いたことがございますけれども、やっぱり観客の

方の声援とかまなざしとかを肌で感じたときには、何とも言えない誇らしい気持ちと言いますか、本当に市民の一人だとい

う気持ちを持つことを小学生のときにこれを味わうということは、非常に大切なことであろうかというふうに思っておりま

す。明文化というか、教育的意義とか、それから市としての祭りの意義とかいうこととも掛け合わせながら、きちんと市、

教育委員会としての意義を整理して学校等にもお示しをしながら、この後の鼓笛パレードの在り方等について十分協議して

まいりたいというふうに思っております。以上です。

○１０番（崎尾亮介） ［要望］

最後に、市長にちょっと聞いていただきたいことがございます。日田市で子供を育てる保護者の方の意見です。私が頂いた

手紙を読ませていただきます。私は、子供を産んだときから我が子の鼓笛パレードを楽しみにしてきました。不規則な仕事

で、土日祝日、お盆、お正月、休みもない中、忙しくて最低限しか子供と向き合うことができない私の代わりに、主人が子

育てにたくさん協力してくれ、いつも子供の世話を率先してくれました。そんな中、自分が無理をしすぎて緊急入院、難病、

もう助からないんだと病院のベッドの上で何回も思いました。それでも運よく回復し、退院できたとき、ふと思ったのが、

まだ当時３年生だった長男の鼓笛パレードが生きてみれるんだということでした。退院したとは言え、普通の生活に戻るま

でには１年以上かかりました。最近、やっとじっくり子供の成長を見れるようになったことが毎日の幸せです。そして６年

生になった今年、希望の楽器になれるよう主人が新聞でバチをつくり、一緒に親子で練習して見事合格、こっそり泣きまし

た。そして、本番当日の大雨、仕方ないとは言え、大泣きしました。６年生親子にとっては、一生に一度の鼓笛パレード。

私自身も鼓笛演奏は、小太鼓でしたが、何十年たった今でもリズムは覚えています。私だけでなく、それぞれの家庭にも毎

日いろいろなことがあって、いろいろな思いを抱えていることと思います。何とか違う形でいいので、実現させてあげたい

です。よろしくお願いいたします。

このような内容の手紙を私が頂きました。この手紙は、中止の決定直後に頂いたものです。そして、この方は中止の代替演

奏は観覧できておりません。この方は、個人的な事情もおありのようですが、どの家庭にも似たようなお話はあるように思

います。私自身にもございます。昨日の答弁を聞いて申し上げるのは誠恐縮なんですけど、私の主観と希望を述べさせても

らいます。中止後の対応は一律であることが望ましかったです。もしくは代替の演奏やパレードの実施に関しても全体を見

渡したときに、公平と感じられるような内容であってほしかった。また、テレビ放送も有料放送のみではなく、保護者全て

に行き渡ってほしいことです。手紙でも分かるように、音楽大パレードは、日田市で子供を育てる醍醐味の一つと言っても

過言ではないと思っております。今年度の音楽大パレードの演奏に関わった全ての子供と保護者が８年後の２０歳の集いの
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際に、鼓笛中止になったよねえ、でも何々だったよねえと笑って話せるように、可能であれば調整していただきたいと要望

いたします。また、先ほど申し上げたとおり、鼓笛の位置づけが不明瞭であるため、答弁は要りません。以上で、質問を終

わります。──────────────○──────────────


